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7 価肺炎球菌ワクチン導入後の血清型 19A による

中耳炎、侵襲性肺炎球菌感染症の小児例 
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【目的】7 価肺炎球菌ワクチン(PCV-7)導入後,国内外

で肺炎球菌血清型 19A による侵襲性肺炎球菌感染症

(IPD:Invasive Pneumococcal Disease)の増加が報告

されている。当院小児科では,ワクチン導入前(2009

年)のIPD6例において血液より分離された肺炎球菌の

血清型は 14 型が 3 例,6B が 2 例,23F が 1 例といずれ

も PCV-7 含有の血清型あったが,ワクチン導入後

(2010 年）の中耳炎 1 例及び IPD1 例において耳漏及

び血液より分離された肺炎球菌の血清型はいずれも

PCV-7 非含有の血清型の 19A であった。19A が分離

された 2 例について報告する。【症例】症例 1：生後 8

カ月男児,PCV-7 を 2 回接種。2010 年 6/13(生後 7 カ

月)時に急性中耳炎(咽頭・上咽頭培養より MSSA)を発

症し,抗菌薬 CTRX 静注 9 日間(OFLX 点耳併用)を施行

し滲出性中耳炎に移行した。6/26,中耳炎(咽頭,上咽頭

培養より BLNAS)を再発し,MEPM＋CTX 静注 7 日間

で軽快し以降 CAM 予防内服を継続した。7/6 に中耳

炎(耳漏培養陰性)を再発し,CVA/AMPC 内服 5 日間で

軽快。7/16 に中耳炎(咽頭,上咽頭より PRSP)を再発

し,CVA/AMPC 内服 5 日間→MEPM＋CTX6 日間で軽

快。7/29,自潰した耳漏より PRSP(抗菌薬の MIC：PCG 

2,CTX 1,MEPM 0.5μg/mL)が分離され,MLST 解析

では ST320 であった。症例 2：2 歳女児,PCV-7 未接

種。2010 年 11/29,40℃台の高熱,熱性けいれん重積

を認めた。血液より PSSP(抗菌薬の MIC：PCG 

0.03,CTX 0.25μg/mL)が分離された。【考察】7 価肺

炎球菌ワクチン導入後,小児の IPD や中耳炎でワクチ

ン非含有血清型 19A による症例の増加が報告され,そ

れらは耐性化も合わせて問題となっている。当院では,

ワクチン導入後の難治性・重症の肺炎球菌感染症の血

清 型 は 19A で , 非 ワ ク チ ン 含 有 血 清 型 に よ る

replacement が示唆された。薬剤感受性はセフェム系

薬 に い ず れ も 低 感 受 性 で , 中 耳 炎 症 例 の PRSP

は,MEPM に低感受性であった。今後,ワクチン非含有

の血清型による replacement や耐性化の動向に留意

する必要があると考えられた。 
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小児肺炎の起炎微生物に関する検討 
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○辻原 佳人 1、小林 尚明 2、保科 斉生 3、加藤 伸樹 4

【目的】小児の肺炎は、成人に比較すると症状が多様

であり、原因となる微生物の種類も多い。さらに治療

経過の個体差も大きいため、迅速な起炎微生物の同定

が非常に重要である。初期治療の段階で同定を誤ると

予後に影響し、感染対策上も問題が発生する。そこで、

肺炎患児の診断精度の向上を目的として、小児肺炎の

臨床背景に関して検討を行った。 

【対象と方法】調査期間は 2011 年 1 月から 12 月ま

での 1 年間であり、小児の胸部 X線撮影で肺炎像あり

と判断された 117名を対象とした。細菌学的検討とし

て、起炎微生物、免疫学的所見、臨床検査値などにつ

いて検討を行った。また、臨床的検討として、肺炎患

児の基礎疾患や使用薬剤、起炎微生物別に胸部 X線像

の画像所見を比較検討した。 

【結果及び考察】肺炎患児 117名において、起炎微生

物の検出頻度は Mycoplasma pneumoniae（マイコプ

ラズマ）が最も多く、39 名（33.3％）であった。次

いで細菌性肺炎が 17 名（14.5％）、RSV が 11 名

（9.4％）、インフルエンザが 4名（3.4％）であった。

マイコプラズマ肺炎 39名の平均年齢は 6.2±3.6 歳で

あり、6 歳以上の患児が半数以上を占めた。起炎微生

物別に肺炎の発症率を比較した結果、調査期間におい

てマイコプラズマ陽性患児は 107名認められ、その内

39名（36.4％）が肺炎を発症した。同様に RSV は 82

名 11名（13.4％）、インフルエンザは 296名中 4名

（1.4％）であった。胸部 X 線撮影において、小児肺

炎の約半数に気腔性肺炎像が認められ、部位では右肺

中下肺野に異常陰影が多かった。 

肺炎は厚生労働省が発表する 2011 年の死因別死亡率

において、脳血管疾患にかわり、死亡率が高い疾患の

第 3位となった。検出率の高いマイコプラズマは信頼

性の高い迅速検査法がない状況である。臨床背景に関

する検討は重要であり、精度の高いサーベイランスに

よる解析が必要である。 
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